
明石海峡の浮遊生物
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本会主催の26年度夏期生物講習の第 2 f H !の会場は| 生物は会員の希望者に配布される。日中とは U、え曇天
明石水産試験場であった。参加会員 160名を突破する| ではあ明小雨さえ苦言えた空模様7ごったから、との採集
といづた透況振り. 今日は会員が甲乙の商涯に別れも l にはますe好適1 : : ったといえ主う。奥は護きないが交代
甲車臣は午前採集‘午後実習。乙涯はとれと逆に午前が iの関係があるので切り上げる。採集したプヲ: / ' 7 干 y

実習であり. 自分は乙斑? ごったのでゆコくり準備にか I b  i竜博士の御? 旨導を仰「上うプログラムに入っていた
かる。そ ζへ突然総務係りの渋谷理事が来られて. 滝| が、界コの解剖、アサ人労= の実験、守ミホ> ' jレの
講却先生は直接解F剖其の他の実習の御指導にきられる| ; 発光現象襖祭な E'で時間を取り、づいにその機会が得
ので. 採集の方には御出なさらないから、私に甲車庄の| られなかった。
方に行く上うにとのととであった。時刻切遣で遠慮色| 明石海挟所産のブランク Fンの類麗
なら中大念ぎで水泳落ともプラック干 y キヅ干と採集| 講習がすんで後持ち帰ったプヲシゲトンを顕蹴で
びんを持って外に出る o 渋谷先生から皆様に紹介して| 調ぺ、スケ? チもして見たが、参考文献が乏しいので
頂きお侠ずる。 80余名の会員がこそうの発動般に分乗| 種名を硫めるととは悶難で、今後の査定に待たねばな
する o 自分の乗せで頂いたの帥上警察の巡糊でス| ちないが、予察としての報告を行い、精査された方の
ピ戸ドが速い o 白い燈台、緑の段 v 紺ィきの洛。送り| 御示教を仰守次第である。
迎えるタヲゲの群。間色なく森屋に若き 11時帰泌を約| 動物性ブランクトン

して上陸する o 磁の香の高い海岸町を還って絵売に芳京生動物
くo 酸化鉄で蓑に赤に染め出されたl t T 走号、磯馴れ松を! 放を士虫 Acanthometron アサヒムシ
I買いた小さいながら美しい. 名主主り絵の上うな島であ
る。直〈ゃに大和鳥に向う。水泳: 習に着換えて採集にと
りか h る。都会近い遊覧地のとととて自ぼしい色のは
何一つない。過去には多かったイト T 奇ヒトラヘグモ
ヒ干デ、ノマ 7:/.TJ = 、ケヤ 9 ムジ、ィソア Y モチ、ユ
ムジ等ば一つも影を見せない。じかしれき詳の割目に
群り生ピ? とカメノテ、右往左往するフチムジ、とろが
り蕗ちるャ γカ1 、支与の聞ににげ乙むカエなざで磯採
集の気分が出る O 自に触れた貝は僅かに
コγ界カガi:/ガラ、 V イジ、イポ= 0 / 、ア守1 / 3認マヨ号
ぜ、ィミジグ界ミ、 TJ ノア γ、カヲマヲガイ、ケガ寺、
司メガカサ、 TJV ノヲメ、すオヘぜガィ、ナミ" " ' if γ 
Y 等でa，つ?と。
島の手前の入口に小さな神社があり、そとにはピ F ガ
ヲイシが沢山あげてある。その中の H 底打けは割り合
に新し〈黄色を残していた。海にある時は群体の色が
明るい責褐色( かば色〉で美しい。洪の人が海上安全を
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縞物性プ守 y グトツ
祈願するために供えた色のであろう。 I 双紋毛藻 P町削i吋d品II凶X
海の観f潤到. ブランクトンの採集 c巳引町r川 .
約束の時刻に艇lにこ戻る o 問もな〈エンン，ミクy ンがかかつ C e町ra凶叩1

て淡路烏を後にナる。海峡の 3 分の 1程の? 沖中へ出たと| 珪藻類 N aヨV吋i叩叫laa  
とろで級が止まる。水産試験場の方によって採水器代
主る中居の海水調査法、白色円板による海水透明度の
計り方等いろいろの説明があり、本弐のプヲツクトン
キットはよる垂直の採集が試みられる。採集した浮遊
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代は保護しなければならないから試みるわけにはいか
たい。 ζの時期を過して生長すると、今迄の動物食か
b 植物食に変るから、前のような餌翁りぎピ( 擬餌) 量き
りでは委色みせない。大きくなったアユの食物は王室演
が主な色ので、アユ特有の香気は珪藻食ーに原因がある

といラ。加古川の上告t闘寵灘の奇襲には、滝をのぼり
そとねたアユを手萩習にする岩査がある。波町流の崇に
繁殖した王室藻をあごと舌とでかき取る‘ア品のし守さ
は砦の上からで色観察が出来る。解禁ともなれば友釣
りをするか、市場から7 ' : 3 . を買い求あて、腸を臨しそ
の内容を顕敵銭で調ぺると面白陸、。主主藻は設が珪鼓
SiOsを合んでいるから、内容の原形質は消化されてし
まって色、重量Tゴげは立波に菱電= コて寵拠握然? とりであ今度の試料で特に気のついたととは、校角類の守主カー匂

Y 者デ: : / : : : 1の多いととであった。 3 月と 5月に須磨の I /，;)。
海でひいた中には全然なかった。季語的の変化を示ナ
ものかも知らない。また夏に多い夜光虫は一つも鏡下
に姿を現わさなかった。定石遺p珪藻類と模商類コペ

立って多かった。

ブランクトン物語り

かいがら水東北地方のカヲオ漁業者の問で、黒し
お境に見られる介殻水叉は豆* というのがある。 ζれ
は暖涜の混合の多い海水で、いb ゆるしお目の栄養関
係から徹細なナシノプヲ y タトンが多〈、従って橋掬
類が繁殖しとれ毒事の苦手れが光を反射して、ア F ピの重量
の内面やアヨガイの内面から反射する、真珠の主うな
光沢に菅や紅の美しい色を放っととろから称えたもの
で、介設水の有る所は樟淘績を食物とするィ) 7 y の群
が多く、とれがカ? オの群を誘う結果となり、カヲオ
漁業の- : : : ; > の目ゃナとなり、とのたる特に注意を引い
た色のである。
内海のイカナゴとザクラダイ 春先き海水がぬくま
ると、" " < ! f I . ' ィは産卵の場所を求めて瀬戸内海を移動す

T グイに主主われて海の表層に浮き上る。とれをミズナ
ギ }Y 1 ) ナなわち卒家鳥が主主からおそう。ミズナギ γq
の苦手れ飛ぶ所必寸志- : r ! f l . ' イありで、魚苦手を知る探知機の

r ィ、産卵後のものをムギ P ヲダイといって、球は幾
分後者が劣る。

血止薬と身延山の御土

山梨県の七百山身延山は日蓮上人の霊地としで名高
い。あそ ζにお参担すると上人ゆかりの御土として袋
にいれた白い務の土を売っている。出血した傷口にふ
りか砂ると奇妙によく止血する。粉の僅がを見ヲィド
r ヲ R のよ上にとり、カノマ戸ゲラエえをかげで鏡検ずる

きているととがわかる。立体をみれば信仰ばかりでな
く、物理的にも. I l : : . 血に有効なととがよく解かる。
法殻'1::か bパタラ、宮ヤは住まする、殻が重量と身となっ

l ' J . 表面積が広い。血管外に凶た血液の血
小板がとわれて、子ロ Y ポヨfテーぜが出る。 Ca と共に
プロ干ロ y ピY に働いて干ロ Y ピシにナJる。とれがプ

からんで阜4 いを作るといった経過をた; : - l'J!b くす
る。
珪藻の用途浅藻が植物性プヲ y タト Y として水産

業上最色重要な志のであるととは今E置く;:. < . 述ペる必
要は無いが、遺著書が量に於て色種類に於て色ナとぷる
豊富で海といはや淡水といわすヘ台所の流し援に色、
手洗ばちの僅かの7.kに s繁殖し、死ん? ゴ殻が積って珪
藻土をなナのでおその用途は実に広い。昌子ログ事セ
1) ; y をしませたダイナ T イト、ガヲ兄、世メシト、耐
火れんが、とんろ、ポイラ F の防委事、電気絶縁体、鑑
過器、塗用しつくい、磨き紛、顔料、消ゴムの混和剤、
*:ll ラ貝製造原料等とあげるとき担がない。生物学的

アユの香と韓議 アユは三月. l D I . まで、と言われ、春先 I!実用の一つに顕微鏡良否の判定用がある。 Plenro-
きナの花の咲く頃、ヤナギの芽時には大いき、約10=.
/J、血の直径くらいt:というのである。秋に111の瀬で産
まれた卵は、かえると川を下って海に入り、寒い冬を
海で暮して春に川をEさかのぼる。』隠の時代は勤物食で
あるからかばり tぎヒ翁〉でよくつれるa しかしとの時

osigma のメガヰケイア守がそれで、毅の菌に刻まれ

で、. 1 : . 等な顕餓銭には王室藻のプ V パヲ- } を添えて、
その優良さを証明するのを営としたものであったa
すもっと以前東北地方の冷害に主るきさんの際、小学
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授の児童が弁義なしの謹腹凌ぎに、白い山土に水を加
え、菓子で色食べるよ 5 にして、溺E量感を味ったとい

る。その白い山土は珪漂土? ゴったのである。これは金
〈特殊な例外の例外ではあるが、現在我身がカヲオ、
.... tr J f を食ぺたり明石F イφ東] 身をとったりするの
色、元をたどせぼイ 1J y やイカテゴをきちにさかのぼ
ると、小魚は、 "'-1!:b= の幼議や樟脚類を、またその

とに応ピ、それぞれ網目の大き Eきを異にする。小室長を

噴い別れる為に特別に織った、自の( るおわ¥ ミユ
ーラ戸もガアぜを使用する。手擦の色の? ゴった b 袋を
裏返えして、採集物をj f ヲ克容器に洗い取れば主い。

る、ボートの後部につげで引けば安全である。その速

元で調涜ができてかえって流れ出すおそれがあ P、<i!)
前は植物怯のプヲνタ干 Y を食べる正いった。食物の| ま P遅いと橋脚類の主うな運動カb有るものは、.逃! : 1・
連鎖であの小さな珪藻を、間接に蛋白資源として摂取| 出してしまう湯合が考えbれる。
していることがわかる。
Eu p h a u s i aと粛紘浮の捕鱒南氷洋上の捕鯨が終つ
で神戸の港に入った図甫丸を見学した際、総長室でい
ろいろた宇ねた中で、あの大き・な車まの食物がごく小宮
、む、" " 1 !の仲間でありν、従って主主の霊の多い事はうその
よ5な実際fゴというのがあった。捕鯨母舗の艇尾かる
" " イヤ戸でいまりつけ光鯨を、" 9 イシチで甲板へ巻き
上げる。第一着の作業は援の中の食物を出しで捨てる
ことである。腹をたち割ると女宇還り山のJ : うな、小
:J: 1! RPち z 守ノ、i1 y アが甲板にう寸志高〈なる。次の工
程の邪魔になるからメ: I ' ! ? プでこれを海中に捨てる o
' - れがなかなかの一難儀1 " : : というのであるから驚〈。

て〈れたが修理や掃除の了った後Tゴったので、実物を
見るこ k はできなかったa
東京上野の科学博物館には捕鯨に関する資料の中
に、ぇJ、z ピの標本もあヨた。

簡湯tl.ブランク Fンの採集とその虚湿
7J c を漉して取るということと、小きいために顕徴鐙
が入用1:という ζ との外に、プνパヲ由子とするか固
定してぴん内に保寡するかしなければならないので、

71ゴが、手なづけると案外面白い
ものである。ーたん頭徴鏡下にながめはどめると、真
夏の暑さ色食事の来た色の忘れるといった境地である
ことは、一度試みた人の尖遜な心理であろうと思う。
用具としては
捕集鋼、捕集ぴん〈君主・苔の主主サイダ戸ぴん〉

拡大鏡のタトに時計皿、ガラコえばも( シヤ: - v )があれ
ば使剰である。
場集綱は寧に種類を見わける7ゴけの用途では、カ y

V イV ヤか毛7-!1 Y の布を丸い針金のわおに耳支りつけ
て円錘形のものでJ : 1 t 、a 絹をひ〈際傾かぬ主うに 3本
の口紐をつI : t 更に英の先に 5-10m.程の紐をつける。
専Fすには彼翻な Nannoplankton.小さいMicroplankt-
OD.やや大きい Macroplankton大きい M e耳aplankton

蝶集拘わ護主義プラ Y タトνを採集したな副主主
寸志容器に取って盆のままで肉眼鏡妻奏者とすでる。比験的大
形のものは Z ポイトでねらい取りをするかして、時計
皿、 e -カーなE に移し、拡大鏡で観察する。護軍吉誌の
惑いものには、ラナいホルT 官Y かアルヨ戸かを徐々
に加えて、麻酔させて細部を調ペペる"0 jJ、形のものは

、J : < ふいたきれいな A ラィ r
r ラスに移し、カパ戸グラ 3えをかI t て、顕微鏡で観察
をする。最初低度鏡で大要をじるべ、特lこ必要な患の
は高度鏡に変えて、細野の調べを行い、商倒でもその
都度v yズの耳克担扱い、プv パヲ戸干との距離等に注
意する。観察したこ& は忘れな出中に野帳に記入する
し、特に後日の参考に必すもスケヲナをして置くことが
大切でe } >る o • 

固定と保存 2 : ' んなに努力しても一回の採集品を、
1 日‘や半日で調べてしまうことは困難であり、ことに
夏の間は腐放し易いから、生のままの観察する一部を
除き、他は車ちに固定保存の手続きを取る。このため
K 使うのはホル守宮 y とアルヨ- ) J . . が筒撃で有効であ
るa
ホ)1;-""1' '1 Y  日本薬局法に主る色のはホルムアルヂ
}-約3 5 %の7J c 溶液で、しばら〈置〈と往々白色の銘

でんを起ナ。これはバラホルムアルデヒ rのできたた

ものがよ〈、中和K は炭酸- : 1 - 〆(Na HCOa)の濃溶液
を、事ト守系試験紙が中盤を示す箆令まで加える。一
般に標本被が4 -10，% r bいになる割合で、ホル. . . . ' 1
y を加えれば良いのであるが、始めうナく少し加え

一部をー捨て残りの試料を合ん1:液が4-10% にたるJ :
うに、二度の手数をかげると固定が完全にできで、後の
観察に都合がよいo
幼主主等は 4 % *11'.... lJ Y が適量与で、甲穀類や多毛類は
ホル....lJ;:.-J:りむしろアルコ - 1レの7 0 %が成積よく、
珪藻はポルマ" 9 Y で色良いが、 9 0 %のアルコ戸Jvが観
察の際に刺激がない? ゴけで忠良い主うに息われる。
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